
 

 

奈良県認知症介護指導者養成事業による認知症介護指導者養成研修の応募者審査要領 

 

  （目的） 

第１ この要領は、別に定める奈良県認知症介護指導者養成事業による認知症介護指導者

養成研修（以下、「指導者研修」という。）の募集要領により応募した者の中から、奈

良県（以下「県」という。）が、認知症介護指導者（以下「指導者」という。）の養成

を、認知症介護研究・研修大府センター（以下「大府センター」という。）に推薦する

者の審査と決定を公平かつ公正・的確に行うことを目的とする。 

 

 （審査及び決定） 

第２ 第１の目的を達成するため、県は募集要領による応募者の中から、本事業により指

導者として養成するため、大府センターに推薦する者を次により審査のうえ決定する。 

２ 審査は、県福祉医療部長寿・福祉人材確保対策課（以下、「人材確保対策課」という。）

及び福祉医療部医療・介護保険局地域包括ケア推進室（以下、「推進室」という。）が

行う。 

３ 審査は、評価点方式により実施する。 

４ ２による審査の結果、合計点が上位の者から順に、当事業による指導者研修受講者と

して大府センターに推薦する。ただし、合計点が４割未満の者は推薦しない。 

 

 （秘密の保持） 

第３ 応募者の選定に係る審査は、公開しない。 

２ 何人も応募者の選定に係る審査の内容等、審査の過程で知り得た秘密を他人に漏らし

てはならない。 

 

 （庶務） 

第４ 応募者の審査及び選定に係る庶務は、人材確保対策課において行う。 

 

   

附 則 

この要領は、平成２９年５月２６日から施行する。 

この要領は、平成３０年５月２３日から施行する。 

この要領は、令和元年５月７日から施行する。 

この要領は、令和２年５月２７日から施行する。 

この要領は、令和３年６月１１日から施行する。 

この要領は、令和４年４月２８日から施行する。 

 


